
1 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※１）観光資源とは… 

 

 

 

 

許可を受けることで、下記の対象区域内の土地で対象用途の建築物が建築できます。 

※ 許可を受けるためには、基準で定める各要件を満たし、他法令（農地法や自然公園法など）の許認

可が必要な場合はそれらの許認可を受けられることが必要です。 
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※ 具体的な対象区域と対象用途は裏面参照。 

 

  

都市計画法第３４条第２号 

観光資源の有効な利用上必要な建築物の許可基準について 

○市街化調整区域は市街化を抑制する地域として建築物の建築等が制限されていますが、観光

資源（※１）の有効な利用上必要な建築物（※２）は、許可を取得すれば建築が可能です。 

○犬山市では、観光資源の有効な利用上必要な建築物の許可基準として次のような事項を定め

て運用しています。 

以下の用途が許可の対象です。 

① 観光資源の活用または観光価値を維持するために必要な施設 

② 観光客のための宿泊施設 

③ 観光客のための休憩施設 

④ 上記に附属する施設（一部の除外用途を除くすべての用途）※面積制限等の条件が有ります。 

【許可対象の区域】 

【許可対象用途】 

①犬山城、木曽川うかい、木曽川、博物館明治村、野外民族博物館リトルワールド、日本モン

キーパーク、その他犬山市観光戦略に掲げる市内の観光資源 

②その他犬山市内の自然、歴史、伝統、文化、産業等の観光振興に資する資源 

＜以下の区域内の土地＞ 

〇飛騨木曽川国定公園区域と周囲 300ｍ以内 

〇市街化区域から 1ｋｍ以上離れた区域 

＜以下の路線に面する土地＞ 

〇国道、主要地方道 

〇整備済みの都市計画道路 

犬山市役所本庁舎２階  

都市計画課 (建築・景観担当)  
 

電話：０５６８－４４－０３３１ 
FAX：０５６８－４４－０３６６ 
Mail：080100@city.inuyama.lg.jp 
URL：https://www.city.inuyama.aichi.jp 

犬山市ホームページ 

QRコード

 

（※２） 
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観光資源の有効な利用上必要な建築物の具体例 

分類 具体例 

① 

観光資源の利用上 

必要な施設 
〇国定公園を望む展望台 

観光価値を維持 

するために必要な 

施設 

〇木曽川うかい事業に係る施設 

〇既存の観光資源となる施設自体の建築行為 

〇観光資源を維持管理するための事務所 

〇観光案内所、観光ガイドの事務所 

〇観光用駐車場の管理施設 

〇観光客用便所 

〇みやげ物屋（農産物などの地場産品を含む） 

観光資源を活用 

するために必要な 

施設 

〇木曽川を活用した事業に係る施設（定期観光船、日本ライン下り、

ラフティング、観光つり橋、川遊び等） 

〇自然を活用した事業に係る施設（キャンプ場、マス釣り場施設等） 

〇既存の農地を観光農園化する際に必要となる施設 

〇入鹿池の貸しボート等に係る施設 

〇犬山温泉を活用した施設 

② 
観光客対象の 

宿泊施設 

〇ホテル、旅館、民宿 

〇キャンプ場のバンガロー 

〇保養所 

③ 
観光客対象の 

休憩施設 

〇無料休憩施設 

〇食堂、レストラン、喫茶店 

〇休憩設備を備えたコンビニエンスストア 

④ その他 ①～③に附属する施設（一部用途を除くすべての用途） 

※除外用途や面積制限等の条件が有ります。詳細はお問合せください。  

 市街化区域 

【許可対象の区域】 

飛騨木曽川国定公園区域 

飛騨木曽川国定公園から 300ｍ圏域 

市街化区域から 1ｋｍ以上離れた区域 

【許可対象の路線】（沿線の土地が許可対象） 

国道、主要地方道 

整備済みの都市計画道路 

 

許可対象の区域イメージ図 


